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インターバンクの声 （2016 年 6 月 22 日） 
 

英国の欧州連合（ＥＵ）離脱懸念が和らいだとして、ポンドやユーロが買戻し傾向に

なったのも束の間、最新の英世論調査で残留支持と離脱支持との差が僅かになっ

たことが伝わり、昨夜は両通貨共に再び大きく売り込まれた。ドラギ欧州中央銀行

（ＥＣＢ）総裁が欧州議会で、英国の国民投票が市場の不透明感を助長していると

述べたことや、イエレン米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が議会証言で、英国が

ＥＵ離脱を決めた場合の著しい影響を懸念すると発言したことも多少響いていたよう

だ。イエレン議長の議会証言では、７月の利上げの可能性に言及するかどうかが注

目されたが、やはり労働市場の減速が一時的なものかどうかの確認を含め、経済デ

ータを慎重に注視していくとの従来からの言い回しを繰り返すだけだった。とにかく

足許の注目は英国の国民投票一色で、今までに市場が経験したことのない先行き

が全く読めないイベントでもあり、市場は投票直前まで振り回されることになりそうだ。 
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